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Contents　 　今回の地震で被災された皆様に対しまして、心からお見舞い申し上げます。
　今なお、避難所生活を強いられている皆様には、大変な心労と不自由をされ
ていることとお察し致します。
　町民の皆様が、一日でも早く、日常の生活にお戻りいただけるよう、懸命に
取り組んでまいります。
　これから山都町が見事な復興を見せるよう、山都町民、一致団結してがん
ばってまいりましょう。

山都町長　工藤秀一
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－平成28年熊本地震－
山都町「震度別累計」
震度６弱：１回
震度５強：１回
震度５弱：２回
震度４　：16回
震度３以下：260回
（平成28年５月６日午後１時00分現在）
※全国瞬時警報システム（J-ALERT）において観測された、

　山都町のデータを集計したものです。

写真は津留地区の土砂崩れです。写真は津留地区の土砂崩れです。
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－支援の輪－ －山都町の被災状況－

①通潤山荘（会議室）　②白小野地区　③県道横野矢部線
④津留線　⑤今馬見原線（避難の様子）　⑥林道下山高畑線
⑦津留柳線　⑧原尾野大矢線　⑨布田神社（記念碑）
⑩鬼の門線
山都町内の各地で土砂崩れや家屋の倒壊などたくさんの被害がありました。

①日本赤十字病院（避難所訪問）　②新潟県医療チーム（避難所訪問）
③福岡県赤村（物資支援）　④⑦運び込まれる支援物資
⑤兵庫県西脇市（物資支援）　⑥⑨自衛隊による支援（入浴・給水支援）
⑧岡山県吉備中央町（給水支援）　⑩茨城県龍ヶ崎市（避難所訪問）
全国各地からたくさんの方や団体が駆けつけ、山都町へ支援をしていただいています。

③③

⑥⑥

⑧⑧⑨⑨

⑩⑩

⑦⑦

④④⑤⑤

①①②②①①②②

⑤⑤ ④④ ③③

⑧⑧

⑩⑩

⑦⑦ ⑥⑥

⑨⑨
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町長室から　工藤  秀一
　

清
和
地
域
の
中
央
に
位
置
す
る
高
月
地

区
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
益
城
上
郡
手
鑑

に
家
数
77
、
人
数
２
６
６
と
記
さ
れ
て
お

り
比
較
的
に
大
き
な
集
落
で
し
た
。
こ
の

地
は
、
明
治
22
年
（
１
８
８
９
年
）
に
朝

日
村
が
誕
生
し
て
か
ら
、
昭
和
31
年
に
小

峰
村
と
合
併
し
、
清
和
村
と
な
る
ま
で
村

役
場
が
置
か
れ
た
歴
史
あ
る
所
で
す
。
当

時
の
戸
数
57
、
人
口
２
４
３
人
、
物
産
は

米
・
野
稲
米
・
大
豆
・
小
豆
・
裸
麦
・
煙
草
・

麻
・
鶏
卵
な
ど
の
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
当
時
は
、
畜
産
も
盛
ん
で
、
当
地
の

村
上
仁
賀
八
は
、明
治
27
年
（
１
８
９
４
年
）

に
朝
日
村
牛
馬
改
良
組
合
を
設
立
し
、
自

費
で
青
森
県
に
出
張
し
て
優
良
種
馬
を
買

い
求
め
る
な
ど
、
畜
産
の
発
展
に
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
清
和
村
の
命
名
の
由
来

「
政
清
人
和
」
の
書
を
遺
し
て
い
る
陸
軍

大
将　

林
仙
之
が
、明
治
10
年（
１
８
７
７

年
）
に
高
月
で
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
の
中
心
で
あ
る
当
地

区
で
す
が
、
農
地
の
基
盤
整
備
は
進
ん
で

お
ら
ず
、水
利
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
米
・
野
菜
（
ピ
ー
マ
ン
・
ネ
ギ

な
ど
）・
栗
・
畜
産
を
中
心
と
し
た
複
合
経

営
で
堅
実
な
農
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
は
、
農
産
物
価
格
の
低
迷
な
ど

に
伴
い
戸
数
32
、
97
人
と
、
往
時
に
比
べ

る
と
衰
退
し
、
農
地
の
維
持
管
理
に
も
支

障
を
き
た
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
奮
起
し
た

有
志
に
よ
っ
て
、
平
成
26
年
、
地
域
農
業

の
維
持
発
展
の
た
め
「
高
月
事
業
推
進
委

員
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
時
に
は
激

論
を
交
わ
し
、先
進
地
研
修
な
ど
も
重
ね
、

平
成
27
年
に
は
「
高
月
の
明
日
を
考
え
る

会
」
と
し
て
組
織
の
発
展
的
改
編
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
同
会
に
お
け
る
数
多

く
の
話
し
合
い
・
研
鑽
に
よ
り
集
落
営
農

法
人
の
設
立
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
、
本

年
４
月
10
日
に
「
農
事
組
合
法
人 

高
月
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
効
率

的
な
営
農
を
進
め
る
上
で
重
要
な
要
素

と
な
る
農
地
の
利
用
権
設
定
が
得
ら
れ
、

か
つ
様
々
な
支
援
制
度
の
活
用
や
税
制

の
優
遇
措
置
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

当
集
落
の
農
家
21
戸
の
内
、
16
戸
19
人

が
組
合
員
と
な
り
法
人
運
営
が
な
さ
れ
ま

す
。
事
業
の
内
容
は
、
①
農
業
及
び
林
業

の
経
営
、
②
野
菜
栽
培
ハ
ウ
ス
等
の
整

備
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
と
生
産
性
の
向

上
、
③
既
存
の
農
作
業
機
械
の
有
効
利
用

に
よ
る
生
産
経
費
低
減
と
作
業
効
率
の
増

進
、
④
農
作
業
の
受
託
な
ど
で
す
。
初
年

度
、
田
畑
２
ha
、
竹
林
0.2 

ha
の
経
営
か
ら

徐
々
に
規
模
を
拡
大
し
、
後
継
者
育
成
に

も
力
を
入
れ
て
い
く
方
針
で
す
。「
農
事

組
合
法
人 

高
月
」
は
、
農
作
業
の
実
働

人
員
が
少
な
い
た
め
、
計
画
に
無
理
が
無

い
、
そ
の
体
力
に
あ
っ
た
事
業
の
推
進
や

健
全
な
経
営
を
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
は
、少
人
数
で
あ
っ
て
、

し
か
も
条
件
不
利
地
に
お
い
て
も
集
落
維

持
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、
証
明
す
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
今
回
の
法
人
化
に
対
し

敬
意
を
表
し
、
中
山
間
地
に
お
け
る
集
落

経
営
の
モ
デ
ル
と
な
ら
れ
る
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。

YOU

YOU

107

＆

vol.

♥

通
信

〜 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ

事
務
局
紹
介 

〜

　

今
年
度
も
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ

事
務
局
の
担
当
を
い
た
し
ま
す

山
本
で
す
。
昨
年
よ
り
、
山
の

都
創
造
課
に
配
属
と
な
り
、
担

当
2
年
目
で
す
。
1
年
間
担
当

い
た
し
ま
し
て
、
毎
月
の
交
流

会
の
中
で
、
み
な
さ
ま
の
出
会

い
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
、

さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
お
付
き
合

い
が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
方
も
お

り
、
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会

情
勢
や
結
婚
観
が
変
化
し
て
き

て
い
る
せ
い
か
、
運
営
等
に
苦

慮
す
る
部
分
が
多
い
こ
と
も
実

感
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
山
都

町
集
落
支
援
員
と
し
て
町
民
の

結
婚
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
、
相
談
、
支
援
等
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
吉
田
千
鶴
子

さ
ん
や
各
地
で
良
き
相
談
者
と

し
て
結
婚
の
橋
渡
し
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
結
婚
相
談
員
６

名
の
方
と
協
力
し
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
模
索
し
、
み
な
さ
ま
の
た

め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　

ま
だ
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
な

い
方
は
、
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
Ｙ
Ｏ
Ｕ
を

出
会
い
の
た
め
の
一
つ
の
き
っ

か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
若
い
世
代
の
方

の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

・問い合わせ先
YOU&YOU事務局（役場　山の都創造課）
　山本・𠮷田
【専用電話】
　090-9565-9589
【専用アドレス】
　marriage.support@town.kumamoto-yamato.lg.jp
【専用アドレス携帯】
　you_and_you.@docomo.ne.jp

　３月18日、町長から有働久さんのご子
息に叙勲が伝達されました。
　この叙勲は、長年の地方自治功労に対し
て今上天皇から授与されるもので、有働さ
んは、昭和56年９月に蘇陽町議会議員に
初当選以来、平成５年９月まで、通算３期
12年に渡り在職され、総務常任委員会委
員、建設常任委員会副委員長、建設常任委
員会委員長を歴任されるなど、町の進展に
大きく貢献されました。

高齢者叙勲（旭日単光章）受章
　　有働　久さん（下山）

地震に伴う通潤橋の対応について
～ 当面の間、放水を休止し、橋上及び周辺区域の通行を禁止します ～

　熊本地震による通潤橋への影響について、ご心配のお声を寄せていただき、誠に感謝申し上げます。
　地震に伴う通潤橋の被害状況とその対応について皆様にお知らせいたします。
　4月 16日（土）の本震発生直後に現地確認を行った結果、通潤橋本体を構成する石材の滑落および
欠損は認められていません。外観は健在であり、建設当時の構築技術の高さを証明するものです。
　一方で、今回の地震により、農業用水を送水する石管の接合部より漏水が確認されたほか、橋上の被
覆土（ひふくど）に亀裂が入るなど、詳細な状況の把握には専門的な調査が必要となります。
　現在、放水を休止し、雨水の浸透を最低限に留めるため、橋上にブルーシートを被せています。また、
安全上の確保を目的として、橋上および周辺区域の通行止めを行っています。
　皆様のご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

写真（左上）ブルーシートを被せた状況
　　　　　　（平成28年 4月 16日撮影）

写真（右上）通潤橋の状況
　　　　　　（平成28年 4月 17日撮影）

写真（左下）通行止めの状況
　　　　　　（平成28年 4月 17日撮影）
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予
算
予
算

一般会計一般会計

123123億億33千万円千万円

平成28年度平成28年度 山都町の山都町の

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120億

町税
1,057,756
（8.6％）

分担金及び負担金
89,139（0.7％）

人件費
2,193,897
（17.8％）

繰出金
1,307,186
（10.6％）

扶助費
1,337,790
（10.8％）

公債費
1,313,776
（10.7％）

物件費
1,673,265
（13.6％）

維持補修費
81,922（0.7％）

補助費等
1,624,902
（13.2％）

災害復旧
事業費
3,767
（0.0％）

積立金・貸付金・出資金
5,147（0.0％） 

予備費
30,000
（0.2％）

普通建設
事業費
2,758,348
（22.4％）歳入の状況 歳出の状況

（性質別） 

●歳出の状況（目的別） 

使用料及び手数料
91,204（0.7％） 

繰入金
509,986（4.1％） 

繰越金
100,000（0.8％）  

財産収入
11,389（0.1％）  

寄附金
66,001（0.5％）  

地方交付税
5,942,000
（48.2％）

国庫支出金
1,731,710
（14.0％）

地方譲与税
220,001（1.8％） 

依存財源
10,324,929（83.7％）

自主財源
2,005,071（16.3％）

投資的経費
2,762,115（22.4％）

経常的経費
3,380,089（27.4％）

義務的経費
4,845,463（39.3％） 

その他の経費
1,342,333（10.9％）

各種交付金
371,080（3.0％） 

単位：千円、（　）内は構成比

単位：千円、（　）内は構成比

県支出金
1,179,938
（9.6％）

町債
880,200
（7.1％）

諸収入
79,596（0.6％）  

議会費
92,584（0.8％）  

総務費
1,833,508
（14.9％）

民生費
3,525,473 
（28.6％）

衛生費
934,407
（7.6％）

農林水産業費
1,175,214
（9.5％）

土木費
1,754,197
（14.2％）

公債費
1,313,776
（10.7％）

商工費
568,197（4.6％） 消防費

409,279（3.3％）

災害復旧費
3,767（0.0％）

諸支出金
587（0.0％）

教育費
689,011（5.6％）

予備費
30,000（0.2％）

総
額
１
２
３
億
３
千
万
円
の
平

成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。
平
成
27
年

度
に
比
べ
３
億
３
千
万
円
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
統
合

保
育
園
な
ど
の
施
設
整
備
費
の
増

加
が
要
因
で
す
。

　

統
合
保
育
園
の
整
備
費
は

２
億
５
千
万
円
で
、
現
在
の
矢
部

同
和
保
育
園
を
建
て
替
え
ま
す
。

平
成
27
年
度
で
閉
園
と
な
っ
た
白

糸
保
育
園
に
加
え
、
矢
部
同
和
保

育
園
、
浜
町
保
育
園
、
浜
町
第
二

保
育
園
を
統
合
し
、
平
成
29
年
度

か
ら
開
園
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

に
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
病

後
児
保
育
室
も
併
設
し
、
子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

保
育
料
に
つ
い
て
、
国
の
制
度

改
正
に
よ
り
、
一
定
の
年
収
未
満

の
世
帯
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の

年
齢
に
関
係
な
く
第
２
子
は
半
額
、

第
３
子
以
降
は
無
償
と
な
り
、
保

護
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
も
、
町

独
自
の
助
成
に
よ
り
18
歳
ま
で
の

無
料
化
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

文
化
交
流
拠
点
施
設
を
浜
町

商
店
街
に
整
備
し
ま
す
。
整
備

費
は
展
示
設
備
を
含
め
１
億
３
，

７
８
４
万
円
で
、
町
の
歴
史
や
文

化
、
観
光
情
報
を
展
示
し
、
観
光

客
が
本
町
を
訪
れ
る
際
の
拠
点
と
し
ま
す
。

　

公
式
大
会
が
開
催
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
を
整
備
し
ま
す
。
整
備
費
は
１
億
１
，

９
７
６
万
円
で
、
予
定
地
は
中
央
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
隣
で
す
。
こ
の
整
備
に
よ
り
、
町
内
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
も
と
よ
り
、
大
会
等
開
催

に
よ
る
来
町
人
口
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
着
手
し
、
平
成
30
年
度
ま

で
の
計
画
で
行
う
超
高
速
の
光
情
報
通
信
基

盤
整
備
事
業
に
２
億
５
０
０
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
格
段
に
向
上
し
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

金
を
設
け
ま
す
。
所
得
に
よ
る
制
限
を
せ
ず
、

１
回
５
万
円
を
限
度
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
複
式
学
級
に
お
け
る
児
童

の
学
習
支
援
を
行
う
た
め
、
教
諭
補
助
を
増

員
し
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
全
体
の
約
半
分
を
占
め
る

地
方
交
付
税
を
、
前
年
度
よ
り
も
３
億
３
，

４
０
０
万
円
減
額
し
て
計
上
し
ま
し
た
。
そ

の
算
定
に
用
い
ら
れ
る
国
勢
調
査
人
口
の

減
少
と
合
併
特
例
の
縮
減
が
影
響
す
る
た
め

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
施
設
整
備
費
の
財
源
に

は
、
町
の
借
入
金
で
あ
る
町
債
の
ほ
か
に
、

公
共
施
設
整
備
基
金
を
２
億
円
充
て
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
基
金
は
将
来
の
施
設
整
備
に

備
え
、
こ
れ
ま
で
積
立
を
し
て
い
た
も
の
で

す
。
で
き
る
だ
け
借
入
金
に
頼
ら
ず
施
設
整

備
を
行
い
、
将
来
の
負
担
を
抑
え
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
主
な
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●特別会計等予算 ●公営企業（法適用）会計予算
会　計　名 歳入・歳出

国民健康保険 3,243,135 千円
後期高齢者医療 227,749 千円
介護保険 2,674,661 千円
国民宿舎 73,392 千円
住宅新築資金等貸付事業 5,866千円
簡易水道 650,294 千円

会計名 歳　　　入 歳　　　出

水道事業
81,788千円（収益） 81,788千円（収益）

684千円（資本） 38,873千円（資本）

病院事業
1,059,210 千円

（収益）
1,059,210 千円

（収益）

17,215 千円（資本） 50,416 千円（資本）

平成28年度　主な施策
【人づくり】【人づくり】
臨時福祉給付金給付事業 20,053 千円
年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業
 129,204 千円
統合保育園建設事業 250,000 千円
特定不妊治療費助成金 500千円
複式学級学習支援事業 11,419 千円
矢部高校応援事業 3,582 千円
グラウンドゴルフ場整備事業 119,759 千円

【産業づくり】【産業づくり】
集落営農推進事業助成金 3,000 千円
有害鳥獣捕獲隊助成金 49,555 千円
森林整備事業補助金 14,344 千円
道整備交付金事業
　（林道場貫線・鬼ヶ場線） 50,453 千円
文化交流拠点施設整備事業 137,844 千円
八朔祭大造り物小屋整備事業（２箇所） 18,498 千円
清和文楽館改修事業 20,700 千円

【環境づくり】【環境づくり】
光情報通信基盤整備事業補助金 205,000 千円
治山事業（５箇所） 18,575 千円

道路新設改良事業
　（町道牧野上司尾線など４路線） 52,854 千円
道整備事業交付金事業
　（町道長谷埋立線など10路線） 461,340 千円
大矢野原演習場周辺民生安定事業
　（町道上鶴線・水の田尾下鶴線） 181,901 千円
社会資本整備総合交付金事業
　（町道長谷線など10路線） 692,845 千円
消防デジタル簡易無線機整備事業 23,628 千円

【地域づくり】【地域づくり】
区長部活動交付金 26,072 千円
ふるさと寄附金関係事業 66,157 千円
空き家改修・活用事業補助金 3,000 千円
子育て支援住宅整備事業
　（敷地造成測量設計など） 7,700 千円
文化的景観事業（通潤橋周辺サイン） 5,442 千円

【その他】【その他】
旧浜町事務所解体工事 14,000 千円
旧下矢部東部小プール解体工事 3,800 千円
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荒
川
真
紀
子（

農
林
振
興
課
）

宮
崎
浩
史
朗（

老
人
ホ
ー
ム
）

田
上
寛
子

（
そ
よ
う
病
院
）

西　

恭
子

（
生
涯
学
習
課
）

　

４
月
１
日
付
職
員
人
事
異
動

（　

）
内
は
前
職
、「
清
和
」
は
清
和
総

合
支
所
、「
蘇
陽
」
は
蘇
陽
総
合
支
所

異
動
が
あ
っ
た
人
の
み
掲
載

【
監
査
委
員
】

書
記　

甲
斐
尚
子
（
建
設
課
）

【
総
務
課
】

人
事
給
与
係
長　

坂
本
靖
也

（
企
画
政
策
課
企
画
係
長
）

監
理
係
長　

松
本
文
孝
（
農
林
振
興
課
）

主
事　

渡
邊
美
樹
（
生
涯
学
習
課
）

主
事　

上
村
大
地
（
老
人
ホ
ー
ム
）

参
事　

安
達
智
雄
（
新
規
再
任
用
）

【
企
画
政
策
課
】

課
長
補
佐　

東　

政
博

（「
蘇
陽
」
健
康
福
祉
課
長
）

企
画
係
長　

藤
原
章
吉

（
山
の
都
創
造
課
山
の
都
づ
く
り
推
進
室
長
）

主
事　

渡
邊
秀
文
（
熊
本
県
地
域
振
興
課
）

【
税
務
住
民
課
】

課
長　

田
中
耕
治
（
学
校
教
育
課
長
）

徴
収
係
長　

玉
目
知
穂
（
農
業
委
員
会
）

戸
籍
住
民
係
長　

渡
邉
尚
子

（
総
務
課
人
事
給
与
係
長
）

主
事　

藤
河
信
太
郎
（
地
籍
調
査
課
）

主
事　

鳥
井
奈
恵
（
農
林
振
興
課
）

【
健
康
福
祉
課
】

課
長　

玉
目
秀
二
（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
）

審
議
員
兼
課
長
補
佐　

森
山
秀
生

　
（
熊
本
県
派
遣
）

国
保
年
金
係
長　

河
野
君
代

（
会
計
課
会
計
係
長
）

福
祉
係
長　

吉
田
敦
子

（
税
務
住
民
課
戸
籍
住
民
係
長
）

山
都
町
人
権
セ
ン
タ
ー
長　

東　

誠
也

（
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長
）

主
査　

藤
川
秀
一
（
総
務
課
）

主
事　

春
日
裕
貴
（「
蘇
陽
」
総
務
住
民
課
）

保
健
師　

藤
原
由
紀
（「
清
和
」
健
康
福
祉
課
）

保
健
師　

後
藤
美
和
（「
蘇
陽
」
健
康
福
祉
課
）

参
事　

吉
良
二
郎
（
新
規
再
任
用
）

【
環
境
水
道
課
】

課
長　

佐
藤
三
己

（
建
設
課
高
速
道
路
対
策
室
長
）

主
幹　

渡
邉
寿
彦
（
学
校
教
育
課
）

技
師　

後
藤
裕
孝
（
建
設
課
）

【
農
林
振
興
課
】

林
政
係
長　

飯
星
文
康

（「
清
和
」
建
設
水
道
課
建
設
水
道
係
長
）

主
査　

西
山
太
英
（
建
設
課
）

主
査　

飯
星
太
英
（「
蘇
陽
」
産
業
振
興
課
）

主
事　

藤
本
祐
輔

（
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）

主
事　

荒
川
真
紀
子
（
新
規
採
用
）

参
事　

有
働
章
三
（
新
規
再
任
用
）

【
農
業
委
員
会
】

事
務
局
長
（
兼
農
林
振
興
課
長
）　

藤
島
精
吾

審
議
員　

興
梠　

誠

（「
蘇
陽
」
産
業
振
興
課
長
兼
審
議
員
）

主
査　

佐
野
真
志
（
税
務
住
民
課
）

【
建
設
課
】

課
長
兼
高
速
道
路
対
策
室
長　

後
藤
誠
輝

（「
蘇
陽
」
建
設
水
道
課
長
）

土
木
係
長　

西　

賢
（
建
設
課
）

維
持
管
理
係
長　

有
働
賴
貴
（
農
林
振
興
課
）

主
査　

井
場
賢
一
郎
（「
清
和
」
産
業
振
興
課
）

主
査　

髙
橋
有
紀
（
健
康
福
祉
課
）

技
師　

水
田
博
文
（
環
境
水
道
課
）

技
師　

阪
本
洋
一
（
農
林
振
興
課
）

【
山
の
都
創
造
課
】

課
長
補
佐
兼
商
工
労
働
係
長　

髙
橋
季
良

（「
清
和
」
建
設
水
道
課
長
）

山
の
都
づ
く
り
推
進
室
長　

長
崎
早
智

（
監
査
委
員　

書
記
）

主
査　

熊
川
勇
輝
（
農
林
振
興
課
）

主
事　

増
田
勇
樹
（
地
籍
調
査
課
）

【
地
籍
調
査
課
】

課
長　

山
本
祐
一

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

地
籍
調
査
係
長　

白
鷹
敬
一

（「
蘇
陽
」
建
設
水
道
課
建
設
水
道
係
長
）

主
事　

緒
方
栄
人
（「
清
和
」
産
業
振
興
課
）

主
事　

中
川　

仁
（
山
の
都
創
造
課
）

【
老
人
ホ
ー
ム
】

施
設
長　

藤
原
千
春
（
老
人
ホ
ー
ム
事
務
長
）

事
務
長　

木
野
千
春
（
健
康
福
祉
課
）

主
事　

宮
崎
浩
史
朗
（
新
規
採
用
）

【
会
計
課
】

会
計
係
長　

田
上
る
み
子

（
健
康
福
祉
課
国
保
年
金
係
長
）

【
清
和
支
所
】

清
和
支
所
長　

増
田
公
憲

（「
清
和
」
総
合
支
所
長
兼
総
務
住
民
課
長
）

地
域
振
興
係

係
長　

渡
辺
八
千
代

（「
清
和
」
総
務
住
民
課
総
務
企
画
係
長
）

主
事　

山
本
里
枝
（「
清
和
」
総
務
住
民
課
）

主
事　

村
山
光
彦
（
健
康
福
祉
課
）

税
務
住
民
係

係
長　

北　

貴
友
（「
清
和
」
総
務
住
民
課
）

主
幹　

後
藤
君
代
（「
清
和
」
総
務
住
民
課
）

主
査　

浜
田
聡
史
（「
清
和
」
総
務
住
民
課
）

健
康
福
祉
係

係
長　

藤
嶋
厚
美

（「
清
和
」
総
務
住
民
課
税
務
住
民
係
長
）

主
幹　

春
木
優
一
（「
清
和
」
健
康
福
祉
課
）

主
査　

髙
橋
陽
典
（「
清
和
」
健
康
福
祉
課
）

主
査　

松
永
裕
矢
（「
清
和
」
健
康
福
祉
課
）

保
健
師　

飯
法
師
直
美
（
健
康
福
祉
課
）

保
健
師　

山
下
美
香
（「
清
和
」
健
康
福
祉
課
）

農
林
建
設
水
道
係

係
長　

藤
岡　

勇
（
健
康
福
祉
課
福
祉
係
長
）

主
幹　

菊
地
勝
也
（「
清
和
」
建
設
水
道
課
）

主
幹　

鈴
木
保
幸
（「
清
和
」
産
業
振
興
課
）

主
事　

佐
藤
智
宏
（「
清
和
」
総
務
住
民
課
）

主
事　

吉
本
公
栄
（「
清
和
」
建
設
水
道
課
）

主
事　

枝
尾
竜
成
（「
清
和
」
産
業
振
興
課
）

参
事　

甲
斐
良
士
（
新
規
再
任
用
）

【
蘇
陽
支
所
】

蘇
陽
支
所
長　

江
藤
宗
利
（
建
設
課
長
）

地
域
振
興
係

係
長　

橋
本
由
紀
夫
（「
蘇
陽
」
総
務
住
民

課
総
務
企
画
係
長
兼
税
務
住
民
係
長
）

主
査　

後
藤
生
磨
（「
蘇
陽
」
総
務
住
民
課
）

主
事　

本
田
裕
一
（「
蘇
陽
」
総
務
住
民
課
）

税
務
住
民
係

係
長　

富
田
昭
男
（「
蘇
陽
」
総
務
住
民
課
）

主
幹　

平
岡
哲
也
（「
蘇
陽
」
総
務
住
民
課
）

主
査　

倉
岡
寛
珠
（「
清
和
」
生
涯
学
習
課
）

健
康
福
祉
係

係
長　

木
實
春
美
（「
蘇
陽
」
総
務
住
民
課
）

主
幹　

栗
屋
広
季
（「
蘇
陽
」
健
康
福
祉
課
）

主
幹　

村
山
浩
司
（「
蘇
陽
」
健
康
福
祉
課
）

主
事　

田
中
健
介
（「
蘇
陽
」
健
康
福
祉
課
）

保
健
師　

山
邊　

渚
（「
蘇
陽
」
健
康
福
祉
課
）

保
健
師　

渡
邊
智
仁
（
健
康
福
祉
課
）

農
林
建
設
水
道
係

係
長　

春
木
寿
俊
（
建
設
課
土
木
係
長
）

主
査　

田
上
佳
代
（「
蘇
陽
」
産
業
振
興
課
）

主
査　

立
田
さ
と
み
（「
蘇
陽
」
建
設
水
道
課
）

主
事　

真
野　

唯
（「
蘇
陽
」
産
業
振
興
課
）

技
師　

工
藤
謙
一
郎
（「
蘇
陽
」
建
設
水
道
課
）

技
師　

山
中
祐
二
（「
蘇
陽
」
建
設
水
道
課
）

参
事　

江
藤
建
司
（
新
規
再
任
用
）

【
そ
よ
う
病
院
】

事
務
長　

小
屋
迫
厚
文
（
老
人
ホ
ー
ム
施
設
長
）

歯
科
衛
生
士　

田
上
寛
子
（
新
規
採
用
）

参
事　

宮
川
憲
和
（
新
規
再
任
用
）

【
学
校
教
育
課
】

課
長　

荒
木
敏
久
（
税
務
住
民
課
徴
収
係
長
）

職員人事異動職員人事異動

山
都
町
職
員
人
事
異
動

４月に新規採用された職員を紹介します。

主
事　

髙
木
大
輔
（
そ
よ
う
病
院
）

【
生
涯
学
習
課
】

課
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ビンの日 古紙の日

電池・蛍光管の日
電池

（リサイクルできます）

筒型乾電池・ボタン型電池

粗大ごみの日
不燃ごみ

金属類

フライパン・鍋・やかん、
縫い針、刃物 (包丁など )、
画鋲などの金属製品

ガラス・陶器類

茶碗、陶器、灰皿、花びん
コップ、ガラス、鏡など

蛍光管・電球
（リサイクルできます）

直管・丸管蛍光管・電球

めざせ！分別ナンバーワンめざせ！分別ナンバーワン
ごみの分別表ごみの分別表＜基本的なこと＞

◎ごみは必ず分別をしてルールを守り指定のゴミ袋を使用してください。
　○ごみ収集カレンダーに記載されているとおり決められた収集日に決められた場所に出してください。
　○時間は朝８時までに出してください。
　○ゴミ袋は名前を書いてください。
　○分別が出来ていない物や指定のゴミ袋以外は収集をしません。
　　※ただし、燃えるごみとペットボトルのみ、現在は透明のビニール袋でも収集いたします。
◎「不法投棄」「ごみの持ち去り」「家庭でのごみの焼却」は法律で禁止されています。
＜収集しないもの＞
◎下記のものは収集しておりません。
　○家電リサイクル対象品 ( テレビ、エアコン、洗濯機、乾燥機、冷蔵庫、冷凍庫 ) 
　○長さが２メートル以上の物、幅が 9０センチメートル以上の物
　○産業廃棄物
　○事業系一般廃棄物（会社、商店などの事業活動から出るごみ）
　○その他で代表的な物
　　スプリング入りのソファーやベッド類、肥料袋、容器の中身が入ったままの物（粉・液体・つぶ）、塗料、農薬、農薬ビン、
　　農業用ビニール、農機具、パソコン、バッテリー、廃油、タイヤ、建材類、樹脂製波板、スレート、石綿、鉄骨、便利瓦、
　　ボード板、石工板、バイク・車の部品、消火器、鉄の塊、火薬類、水銀、油類、直径が4.5センチメートル以上の生木など
　※収集できない物は販売店に相談をするか、町が行う大型ごみ収集をご利用ください。
　※このごみの分別表は代表的な物を記載しておりますので、ご不明な物はお問い合わせください。

＜ごみを直接「小峰クリーンセンター」までの持ち込みをする場合＞
◎ごみは持ち込む前に必ずお電話等でご連絡をお願いします。
　○ごみの種類と大きさと数量を具体的にお知らせください。
　　 ※ごみの大量な持ち込みはお断りいたします。
　○ごみは指定のゴミ袋を使用して、必ず分別を済ませてからお持ち込みください。
　　 ※泥等で汚れている物や湿っている物はリサイクルなどができませんので、持ち帰りの場合があります。
　　　 例）汚れているカン・ビン・ペットボトルや湿ったタタミなど
　○衣類の持ち込みが出来ます。
　　 ※現在リサイクルを目的とし不要になった衣類 (古着 )の持ち込みを受け付けております。お手数ですが透明の袋に入れてお持ち込みください。
　　 ※小峰クリーンセンターまで持ち込まれた衣類のみが、リサイクルをされる衣類となります。
　　 ※持ち込み以外は燃えるごみの扱いとしますので燃えるごみの日に出してください。
◎連絡先
　○場　　所　小峰クリーンセンター（山都町小峰１９０６番地）
　○電話番号　８２－３２９７
　○受付時間　９時～１２時・１３時～１６時　　※平日のみ（土日祝祭日は受け付けておりません）

燃えるごみの日 缶・ペットの日
燃えるごみ（可燃物）

生ごみ、紙おむつ、発泡スチロール、
使い捨てカイロ
紙くず類、プラスチック類、ビニール類、
ゴム類、革類
ＣＤ、ＤＶＤなど

○生ごみは水を切ってください
○食用油 (固めるか、ボロ布などにしみこませる )
○紙おむつは汚物を取り除いてください
○金属類は燃えるごみに混ぜないでください

※汚れ・カビなどがある衣類や古紙類は燃えるごみに出して、
　ランチジャーなど中身が金属製の物は、金属類用のゴミ袋
　に入れて粗大ごみに出してください
※白色トレイなどは集団回収等へご協力ください

ペットボトル
（リサイクルできます）

空き缶（リサイクルできます）
アルミ缶 スチール缶

ビール缶、ジュース缶など ジュース缶、缶詰缶、
お菓子缶、スプレー缶など

ジュース・お茶 (飲料用 ) などの容器

○中身をカラにして、容器を洗ってください
○アルミとスチールに分けてください
○スプレー缶は使い切って必ず穴をあけてください

※フライパンや鍋類は、厚みや強度が異なるため、
　空き缶ではないので金属類用のゴミ袋に入れて
　粗大ごみの日に出してください

○キャップと容器表面のラベル(ビニール)
　をはずして、中身をカラにして、容器
　を洗ってください
※工作などでカットしたりペイントまた
　は輪ゴム、テープなどが付着したペット
　ボトルは燃えるごみに出してください
※シャンプーなどのプラスチックの容器
　は燃えるごみで出してください
※はずしたキャップをごみ収集所に出す
　場合には燃えるごみで出してください

保存版 ご家庭で見えやすい場所に掲示し、次回配布時まで使用してください。ご家庭で見えやすい場所に掲示し、次回配布時まで使用してください。

○キャップをはずして中身をカラにして、容器を洗ってください
○３種類の色別に分けてください

※はずしたキャップに金属類が含まれている物は、金属類用の
　ゴミ袋に入れて粗大ごみの日に出してください

ビン類（リサイクルできます）
無色ビン 茶色ビン その他ビン

調味料ビン、
酒類ビン、化粧ビン、
ドレッシングビンなど

酒類ビン、化粧ビン、
ドリンクビンなど

無色ビンと茶色ビン
以外のビン
例）青ビン･緑ビンなど

古紙（リサイクルできます）
新聞・チラシ

新聞
折込みチラシ

雑誌類

雑誌、本、ノート、
封筒、カタログ、
お菓子箱など

段ボール

段ボール

紙パック

牛乳パック
紙製パック

○新聞（チラシ）、雑誌類、段ボール、紙パックの４種類に分別してください
○ヒモで十字にしっかりしばってから、紙に名前を書いて古紙に貼って出してください
○必ずビニール及び金属は取り除いてください
○段ボールは１辺が１ｍ以内になるように切って出してください
○紙パックは開いて、洗って、乾かしてください
※特殊な紙 (飼料袋など )、内側にビニールや銀紙 (アルミなど )がコーティングしてあるも
　の、防水加工紙、写真などはリサイクルできないため取り除いて燃えるごみに出してください

粗大ごみ

家電製品
炊飯器、そうじ機、電気カミソリ、
ドライヤー、扇風機、ストーブなど
※家電リサイクル法の対象品などは
　回収しません。
家具類等
こたつ、椅子、机、本棚、布団、
カーペットなど

※長さが２m未満
※幅が９０cm未満
※生木は直径が４. ５cm未満に
　して出してください

○透明なビニール袋に
　入れて青カゴに出し
　てください

※デジタルカメラなど
　の充電式電池は金属
　類用のゴミ袋に入れ
　て粗大ごみの日に出
　してください

○割らずに出して
　ください○ゴミ袋に入りきれない粗大ごみは、紙に名前を書いて粗大ごみに貼って出してください

○電池は家電製品・おもちゃなどから必ず取り除いて出してください
○電源コードは家電製品から切り離して、金属類用のゴミ袋に入れて出してください　
○布団類はヒモで十字にしっかりしばって、紙に名前を書いてごみに貼って出してください
○石油ストーブの燃料は必ずカラにして出してください

※割れたガラス・陶器類や刃物類などは、そのままゴミ袋に入れると破れる恐れがあり大変
　危険な状態となりますので、不燃物ゴミ袋に入れる前に必ず新聞紙などに包み、ごみの
　内容を記入してから出してください
※使い捨てライター (チャッカマンなど )は、他の不燃ごみとは混ぜずに透明のビニール袋
　に入れて出してください

★ごみは分別などが不十分だと、リサイクルできない物が増えてしまうだ
けではなく、現場での積み下ろしや仕分け作業では危険な手作業が増え
る恐れがあります。
★燃えるごみと粗大ごみなどが混じっている物や穴が開いていないように
お願いします。
★ごみの分別は年々多様化しております。ごみの分別内容に変更が生じる
場合には、広報をいたします。

【お問い合わせ先】
小峰クリーンセンター　　☎８２－３２９７
環境水道課　　　　　　　☎７２－４００２
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お問い合わせ　本館：73-1616　清和分館：82-3033　蘇陽分館：73-2755
火曜日～金曜日：午前10時～午後6時まで　土曜・日曜日：午前10時～午後5時まで
休館日　全館共通：月曜日・月末日・祝日・年末年始

★平成２８年６月のわくわく号運行予定★

※図書館利用者カードをお持ちの方は、貸出しに必要ですので必ずお持ちください。
※本をたくさん借りられる方はマイバッグの持参にご協力ください。巡回場所での滞在時間は約30分です。
※貸出期間は１か月です。次に借りたい方がいらっしゃいますので、返却期限での返却にご協力ください。

蘇陽地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
6月８日(水）  蘇陽南小学校（午後1時20分～）　馬見原保育園（午後1時30分～）　菅尾保育園（午後2時15分～）
　　　　　     二瀬本保育園（午後2時45分～）　蘇陽キッズ（午後3時30分～）
6月9日（木）  おおのまなび舎CAFÉ（午前10時30分～）　ブルーベリーの家（午前11時～）　
　　　　　     蘇陽支所（午後0時30分～）　蘇陽中学校（午後1時～）　そよ風の里ほたる（午後2時～）　
　　　　　    蘇望苑（午後2時45分～）　はあとふる（午後3時30分～）
6月10日（金）  スクランブル（午前10時30分～）　二瀬本コミュニティセンター（午前11時～）　
　　　　　     花上多目的集会所（午後0時30分～）　蘇陽小学校（午後1時10分～）　興梠商店・上差尾（午後1時55分～）　
　　　　　　  菅尾コミュニティセンター（午後2時30分～）   まこと薬局駐車場（午後3時～）

清和地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
6月14日（火）  小峰保育園（午前10時～）　緑川簡易郵便局（午前10時40分～）　清和支所（午後0時30分～）
　　　　　　　清和中学校（午後1時10分～）　大川保育園（午後1時30分～）　　清和学童（午後3時～）
6月15日（水） 山都消防署（午前10時～）　井無田公民館（午前10時30分～）　井無田診療所横（午前11時～）　
　　　　　　　原尻公民館（午前11時30分～）　清和小学校（午後1時～）　支援ハウス（午後1時40分～）　市野原（午後2時～）

矢部地区
　月　日 　　　　　　　　　　　　  巡回場所・時間
6月22日（水）  金内公民館（午前9時45分～）　こころ（午前10時30分～）　島木のお店（午前11時～）
　　　　　　 矢部中学校（午後1時15分～）　白小野（午後2時～）　さくらんぼ愛園（午後2時30分～）　大地（午後3時～）
6月23日（木）  御所保育園（午前9時40分～）　稲生野（午前10時15分～）　山風華（午前10時45分～）
　　　　　　 山都町役場（午後0時30分～）　あおぞら（午後1時35分～）　富士ラーメン（午後2時～）
6月24日（金）  風ノ木（午前10時～） 　　 浜美荘（午前10時35分～）　    千寿苑（午後0時30分～）
　　　　　　  大矢荘（午後1時15分～）　光露館（午後1時40分～）　　   彩雲苑・すみれ（午後2時～）

　この4月から、図書館長を兼務されておられました藤吉教育長の後
任として図書館長に就任いたしました藤川多美と申します。
　微力ではありますが、図書館の果たす役割を専心努力して参りま
すので、前任者同様ご指導いただきますようお願い申し上げます。こ
れからも、職員一同、図書館の利用者、お客様の声に耳を傾け、それ
を叶えるサービスが提供できるよう努力してまいります。図書館をご
利用くださる皆様、事業を支えてくださる多くのボランティアの皆様
に、引き続き暖かいご指導ご支援をいただきますようお願い申し上
げ挨拶といたします。

2015年度 図書館ベストセラー発表！

1位　「フランス人は10着しか服をもたない」
　　　ジェニファー･L・スコット著　大和書房

2位　「火花」
　　　又吉　直樹著　文藝春秋

3位　「記憶破断者」　
　　　小林　泰三著　幻冬舎

4位　「九転十起－広岡浅子の生涯」
　　　古川　智映子監修　潮出版社
5位　「ガラスめだまと金のつののやぎ」
　　　田中　かなこ訳　スズキコージ絵　福音館書店

山都町立図書館　新館長就任挨拶

　昨年度図書館にて貸出冊数の多かった本のランキングです。意外な本もランキングに入って
いますよ。1位は「それ、本当？」と目を引くタイトルの本・2位は話題の芥川受賞本で予約件数で
は全館1位の本・3位は清和分館所蔵のミステリ本・4位はドラマの主人公の紹介本・5位は子ど
も達の大好きなお話でした。気になる本がある方は、ぜひ図書館へお問い合わせください。

お世話になります！図書館ボランティア紹介

　山都町立図書館は、たくさんのボランティアの皆さんの活躍に支えられて、図書活動
を行っています。このコーナーでは、大変お世話になっている図書館ボランティアの皆さ
んをご紹介します。

Ｑ．ボランティアをしていて楽しい事はどんなことですか？
Ａ．巡回コースで学童保育に行くのですが、その子どもたち
     の笑顔を見るのが嬉しいです。
     また、本を読むことが好きなので、たくさん借りること
     ができるのも良いところです。
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年金生活者等支援臨時福祉給付金 (高齢者向け )
ご 案 内■今月は日常生活用具給付事業ついてご紹介します。

日常生活給付等事業とは
　在宅の重度の障がい者等に対し日常生活上の便宜を図るための用具をを給付することにより、障がい者等が自ら日常生
活を行なうことを可能とし、又は障がい者等を介護する者の負担軽減を図ることを目的とした事業です。
対象者について
　対象者については、種目ごとに障害者手帳の等級、年齢等の条件があります。詳しくは役場健康福祉課までお尋ねください。
　下記の「難病患者等」とは、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令に基づき厚生労働大臣
が定める疾病に該当する難病患者等のことをいいます。
種　　別 種　　　　　目 対　　　　象　　　　者

介護・訓練
用支援用具

特殊寝台 下肢又は体幹機能障害、難病患者等
特殊マット 下肢又は体幹機能障害、知的障害、難病患者等
特殊尿器

下肢又は体幹機能障害、難病患者等訓練用ベッド
体位変換器
移動用リフト
訓練いす 下肢又は体幹機能障害入浴担架

自 立 生 活
支 援 用 具

入浴補助用具 下肢又は体幹機能障害、難病患者等便器
頭部保護帽 平衡機能もしくは下肢又は体幹機能障害、知的障害、精神障害
Ｔ字状・棒状のつえ 平衡機能もしくは下肢又は体幹機能障害
移動・移乗支援用具 平衡機能もしくは下肢又は体幹機能障害、難病患者等
特殊便器 上肢障害、知的障害、難病患者等
火災警報器 身体・知的障害で火災発生の感知・避難が困難
自動消火器 身体・知的障害で火災発生の感知・避難が困難、難病患者等
電磁調理器 視覚障害、知的障害
歩行時間延長信号機用小型送信機 視覚障害
聴覚障害者用屋内信号装置 聴覚障害

在宅療法等
支 援 用 具

透析液加温器 腎臓機能障害
ネブライザー（吸引器） 呼吸器機能障害、難病患者等電気式たん吸引器
酸素ボンベ運搬車 在宅酸素療法者
盲人用体温計（音声式） 視覚障害盲人用体重計
動脈血中酸素飽和度測定器（パルスオキシメーター） 呼吸器機能障害、難病患者等

情報・意思
疎 通 用 具

携帯用会話補助装置 音声言語機能障害又は肢体障害
情報・通信支援用具（パーソナルコンピューター
周辺機器や、アプリケーションソフト） 視覚又は上肢機能障害
点字器

視覚障害
点字タイプライター
視覚障害者用ポータブルレコーダー
視覚障害者活字文書読上げ装置
視覚障害者用ワードプロセッサー
盲人用時計
聴覚障害者用通信装置 聴覚障害等
聴覚障害者用情報受信装置 聴覚障害
人工喉頭 喉頭摘出者

排 泄 管 理
支 援 用 具

ストマ装具 人工肛門又は人工膀胱造設者
紙おむつ等 ストマ用装具の装着ができないもの、高度の排便・排尿機能障害、

脳原性運動機能障害かつ意思表示困難者
収尿器 高度の排尿機能障害

自己負担について
　原則基準額の１割負担となります。
　ただし、負担が高額にならないよう、上限額が設定されています。
申請に必要なもの
　　　・印鑑　　・障害者手帳※　　・業者の見積書
　　　・給付申請用具をわかりやすく記載した書面（カタログ、パンフレット等）
　　　※障害者手帳の取得が困難な難病患者の場合は代わりに医師の意見書が必要
注意事項
※給付を希望する日常生活用具について、支給の対象となるか必ず役場に確認したうえで業者から見積書を取り寄せてく
ださい。

※介護保険対象の方は、一部の福祉用具（便器・特殊マット、特殊寝台、入浴補助用具、移動用リフト等）については、原則とし
て介護保険の保険給付となります。

☆次回からは医療費助成制度を３回にわけてご紹介します。
　第１回（６月号）　自立支援医療制度
　第２回（７月号）　特定疾患に係る医療費助成制度
　第３回（８月号）　重度心身障がい者医療費助成制度

～申請および問い合わせ先～
　　　　健康福祉課　　　　　　　72-1229
　　　　清和支所健康福祉係　　　82-2111
　　　　蘇陽支所健康福祉係　　　83-1111 

1

２

３

４

５

  年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）とは？

  給付対象者

  給付額

  申請手続

  申請方法

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩恵が及びにくい所得の少ない高齢者の方を対象
に年金生活者等支援臨時福祉給付金を支給します。

　平成27年度分市町村民税（均等割）が課税されない方のうち平成28年度中に
65歳以上となる方が対象です。
　　ただし、　ご自身を扶養している方が課税される場合、
　　　　　　　生活保護制度の被保護者となっている場合　　などは対象外です。

○給付対象者１人につき３万円

・申請先は、基準日(平成27年１月１日)において住民登録がされている市町村となります。

　対象者には申請書を送付いたします。
　下記の【申請時に持参するもの】をお持ちの上、役場健康福祉課および各支所健康
福祉係で申請ください。
　【申請期間】平成28年５月17日(火)～平成28年８月22日(月)

　【提出書類】申請書（同封の黄色の用紙）

　【申請時に持参するもの】
　　　　　　①本人確認書類（運転免許証、健康保険証等）
　　　　　　　※申請書内の申請・受給者および同一世帯の支給対象者、全ての方の本人確認
　　　　　　　　書類が必要です。
　　　　　　②口座確認書類（給付金振込希望口座の通帳またはキャッシュカード）
　　　　　　③印鑑

【申請書提出先および申請方法に関するお問い合わせ先】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康福祉課　　　　　　　72-1229
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清和支所健康福祉係　　　82-2111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蘇陽支所健康福祉係　　　83-1111
【制度に関するお問い合わせ先】　　　　　　　厚生労働省専用ダイヤル   0570-037-192

⎫
⎬
⎭

⎧
⎨
⎩
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無
料
登
記
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無
料
の
登
記
相

談
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

土
地
・
建
物
等
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
等

の
登
記
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
熊
本
地
方

法
務
局
職
員
が
対
応
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
日
時

６
月
９
日
（
木
）

午
前
11
時
〜
午
後
３
時
ま
で
（
た
だ
し
、

正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
除
き
ま
す
。）

▼
場
所

　

山
都
町
役
場
本
庁  

会
議
室
２

－

２（
２
階
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

（
０
９
６

－

３
６
４

－

２
１
４
５
）

【
音
声
案
内
②
↓
①
↓
②
を
押
し
、
山
都
町
相

談
予
約
と
お
申
し
出
下
さ
い
】

　

総
務
課
（
72

－

１
１
１
１
）

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

　

６
月
の
年
金
相
談
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時

　

６
月
10
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　

山
都
町
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

お
し
ら
せ
版

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
年
金
事
務
所

　
（
０
９
６

－

３
６
７

－

２
５
０
３
）

　

健
康
福
祉
課
（
72

－

１
２
２
９
）

平
成
29
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
者

対
象
求
人
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
新
規
学
校
卒
業
予

定
者
の
採
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
事
業
所
を

対
象
に
、
求
人
ル
ー
ル
・
適
正
採
用
選
考
等

に
つ
い
て
の
求
人
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
募
集
に
つ

い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人
申
し
込

み
に
際
し
、
事
前
に
求
人
説
明
会
を
受
講
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
元
の
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
多
数
の
事
業
所
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
程
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▼
日
時

　

６
月
10
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら

　
（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

▼
場
所

　

市
民
会
館
シ
ア
ー
ズ
ホ
ー
ム
夢
ホ
ー
ル

　
（
熊
本
市
民
会
館
）

　

熊
本
市
中
央
区
桜
町
１
の
３

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城
（
学
卒
担
当
）

　

上
益
城
郡
御
船
町
辺
田
見
３
９
５

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
６

－

２
８
２

－

０
０
７
７
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
６

－

２
８
２

－

３
９
２
７
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

住
宅
用
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

生
ご
み
処
理
機
の
設
置
費
補
助

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
利
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
補
助
金

交
付
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
住
宅
用
太
陽

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
は
可
能
な
限
り
平
成
28
年

12
月
25
日
（
日
）
ま
で
に
申
請
を
し
、
平
成

29
年
２
月
28
日
（
火
）
ま
で
に
実
績
報
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

▼
補
助
金
額

出
力
１
kw
あ
た
り
２
万
円
と
し
、
10
万
円

を
限
度
と
す
る
。

▼
予
定
件
数

10
件
程
度
（
予
算
の
範
囲
内
で
終
了
）

▼
対
象
者

町
の
区
域
内
に
お
い
て
自
ら
が
居
住
す
る

既
存
住
宅
及
び
新
築
住
宅
（
店
舗
等
と
の

併
用
住
宅
を
含
む
。）
に
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
者
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要

件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

②
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

③
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
者
は
、
賃
貸
人
の

承
諾
を
得
て
い
る
こ
と
。

④
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
既
に
設
置
し
て

い
る
者
で
な
い
こ
と
。

⑤
補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る
時
点
に
お
い

て
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
は
、
住
宅
に
設
置

し
太
陽
光
を
利
用
し
て
発
電
を
行
う
シ
ス

テ
ム
で
、
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
有
り
で
連

結
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

■
住
宅
用
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

▼
補
助
金
額

設
置
に
必
要
な
額
の
５
分
の
１
の
額
と
し
、

３
万
円
を
限
度
と
す
る
。

▼
予
定
件
数

40
件
程
度
（
予
算
の
範
囲
内
で
終
了
）

▼
対
象
者

町
の
区
域
内
に
お
い
て
の
自
ら
が
居
住
す

る
既
存
住
宅
及
び
新
築
住
宅
（
店
舗
等
と

の
併
用
住
宅
を
含
む
。）
に
熱
利
用
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
者
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ

る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

②
住
宅
等
を
借
り
て
い
る
者
は
、
賃
貸
人
の

承
諾
を
得
て
い
る
こ
と
。

③
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
を
既
に
設
置
し
て
い
る

者
で
な
い
こ
と
。

④
補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る
時
点
に
お
い

て
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
と
は
、
住
宅
の
屋

根
等
へ
の
設
置
に
適
し
た
太
陽
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
集
め
て
給
湯
に
利
用
す
る
太
陽
熱

温
水
器
、
ま
た
は
給
湯
や
冷
暖
房
に
利
用

す
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
生
ご
み
処
理
機
設
置
費
補
助

▼
補
助
金
額

設
置
に
必
要
な
額
の
２
分
の
１
以
内
の
額

と
し
、
２
万
円
を
限
度
と
す
る
。

▼
予
定
件
数

５
件
程
度
（
予
算
の
範
囲
内
で
終
了
）

▼
対
象
者

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯
主
。

②
補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る
時
点
に
お
い

て
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※
対
象
の
生
ご
み
処
理
機
と
は
、
家
庭
の
ご

み
を
微
生
物
の
活
動
又
は
乾
燥
装
置
に
よ

り
軽
量
化
す
る
電
気
式
の
処
理
機
で
す
。

（
購
入
先
は
町
内
の
商
店
に
限
る
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
水
道
課
（
72

－

４
０
０
２
）

講

演
・

講

習

相

談

窓

口

お
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保健センターだより

～ 矢部地区 特定保健指導修了者紹介 ～

　町の特定健診は40～74歳の国民健康保険に加入している方が対象です。平成27年度の受診率は、暫定
結果では57.5％で、前年度よりも低下し、目標の65％を下回っています。まずは健診を受け、自分の体の
状態を確認しましょう。特定健診後は、結果説明を受け生活習慣病のリスクに応じて、重症化予防の保健
指導や特定保健指導を実施しており、保健師・栄養士による生活習慣改善の支援が受けられます。
　今回は、昨年の健診後に特定保健指導を受講し、６か月間取り組まれた２名の方をご紹介します。

（メタボの診断基準）

動機付け支援受講
　６か月間で
　　　体重2.2㎏減少
　　　腹囲5.0㎝減少

　メタボリックシンドロームとは Ⓐ内臓脂肪型肥満に加え ①脂質異常 ②高血糖 ③血圧高値のうち
２つ以上をあわせもった状態をいいます。
　それぞれの危険因子がまだ病気でない状態であっても、重なることで、命にかかわる心筋梗塞や脳
梗塞、慢性腎不全を引き起こすリスクが高くなります。

健診名称 時　　期 場　　所
夏健診 6月15日～7月5日 矢部保健センター

秋健診
10月24日～11月1日 蘇陽支所
11月2日～11月9日 清和保健センター
11月10日・11日 矢部保健センター

春健診 平成29年2月14日 清和保健センター
2月15日 蘇陽支所

動機付け支援受講
　６か月間で
　　　体重2.4㎏減少
　　　腹囲8.0㎝減少

　主食のご飯の量を３食
減らしました。減らすば
かりではなく野菜を使っ
た副菜を増やしました。
特に無理な事ではないの
で、これからも続けてい
きたいです。

　朝食の内容に重点を置き主
食、主菜、副菜をそろえて食べる
ようにしました。又運動も３㎞
程ウォーキングをしています。
教室に参加して、皆で一緒に取
り組む事で実践するきっかけ
になりました。

森崎　美智子さん
　　　　　（御所）

緒方　キヌエさん
　　　　　（島木）

メ タ ボ と は ？

Ⓐ　内臓脂肪
　　　　腹囲　　男性　85㎝以上
　　　　　　　　女性　90㎝以上
　　　　　　　　　　　（腹側）
皮下脂肪　　　　　　　　　　　内臓脂肪

　　　皮下脂肪型肥満　 内臓脂肪型肥満

①脂質異常
　　中性脂肪　　150㎎／㎗以上
　　ＨＤＬコレステロール値　40㎎／㎗未満

②高血糖
　　空腹時血糖値　 110㎎／㎗以上または
　　HbA1C　　　　6.0％（NGSP値）以上

③血圧高値
　　収縮期血圧　　 130㎜Hg以上
　　拡張期血圧　　　85㎜Hg以上

脂肪　　　　　　　　　 　内臓

さらに

年に１回は健診受診を！
山都町集団健診日程表
　　　　（平成28年度）
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すくすく育て
平成２８年３月１８日（千寿苑）

すくすく育て
平成２８年３月１８日（千寿苑）

4か月１歳

7か月１歳

7か月１歳

4か月１歳

7か月１歳

4か月

7か月 7か月

１歳

7か月

１歳
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山都町観光案内所

☎72-1054

　ギャラリー喫茶
ルポン
（営）９：３０～１７：３０ 定休日：毎週水曜日、年末年始
　〒861-3513  熊本県上益城郡山都町下市１５８

『フォトサークル山都　写真展』
期　間：平成28年５月１日（日）
　　　　　　　～５月30日（月）午前まで

　会員が町内外を問わずフリーテーマで撮り歩いた「自然、
景勝地、山林、棚田、花」などの写真を展示いたします。
（約 30点ほど）

前号の訂正とお詫び
　４月 13 日発行第 133 号の広報やまとにおいて誤り
がありました。
　関係各位には大変なご迷惑をおかけしました。お
詫びして訂正いたします。
○ 16 ～ 17 ページ　山都町医療機関マップ
　矢部広域病院（連絡先）
　　（誤）７２－１２１１　（正）７２－１１２１
○ 18 ～ 19 ページ　お知らせ版
　公営住宅入居者募集（二瀬本団地における家賃月額）
　　（誤）９，７００円～１５，６００円
　　（正）９，７００円～１５，５００円

編 集 後 記
　平成 28 年熊本地震で被災された皆さまにおかれま
しては、お見舞い申し上げます。
　今回の地震は誰も想像しなかった揺れや回数を記録
しています。
　現在も余震は続き、不安な日々が続いていますが、
手を取り合ってがんばっていきましょう。　　（椎木）

山都町の人口
〔平成 28年４月 30日現在〕

男

女

計

世帯

７，６９０人

８，２９３人

１５，９８３人

６，６４８戸

（－１９）

（　－５）

（－２４）

（　　８）

※（　）は前月比

※最高齢は 107歳〔女性１人〕

※平成 28年４月の出生者数 　5人

※平成 28年４月の死亡者数　22人
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こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

社
会
教
育
の
役
割

　

山
都
町
教
育
員
会
生
涯
学
習
課
が
担
っ
て
い
ま
す
社
会
教
育
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
「
社
会
教
育
」
と
は
日
本
独
自
の

用
語
で
、
様
々
な
考
え
方
が
あ
り
ま

す
が
、
一
般
に
は
、「
主
と
し
て
青

少
年
と
成
人
に
対
し
て
行
わ
れ
る
学

校
外
の
組
織
的
な
教
育
活
動
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
社
会
教
育

に
お
け
る
「
同
和
」
教
育
活
動
と
は
、

部
落
の
人
々
自
ら
の
解
放
の
た
め
の

学
校
外
の
組
織
活
動
と
、
す
べ
て
の

国
民
が
自
ら
の
人
権
意
識
を
高
め
て

「
差
別
の
な
い
社
会
」
を
実
現
す
る
基

礎
と
な
る
教
育
活
動
の
両
面
が
あ
り

ま
す
。

　

私
た
ち
県
民
の
必
要
課
題
で
あ
る

人
権
意
識
の
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揚
を
め
ざ
す
学
習
機
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と
し
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は
、「
啓
発
活
動
」
が
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ま
す
。
県
民
の
自
発
的
学
習
の
動
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付
け
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援
す
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た
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の
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料
の
配
付
、
研
修
会
・
講
演
会
の

開
催
、
映
像
媒
体
の
提
供
な
ど
で
、

２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
は
「
人

権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
教
育
と

啓
発
が
い
ち
だ
ん
と
重
視
さ
れ
る
時

代
を
迎
え
社
会
教
育
の
重
要
さ
が
、

さ
ら
に
増
し
て
き
て
い
ま
す
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現
在
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す
。
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ネ
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障
と
切
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の
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人
か
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も
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な
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の
の
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受

【
山
都
町
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け
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の
主
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取
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】

・
５
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３
差
別
を
な
く
す
山
都
地

区
集
会

・
各
種
人
権
講
演
会

　
（
山
都
町
人
権
を
考
え
る
町
民
の

集
い
、
中
高
生
人
権
講
演
会
等
）

・
山
都
町
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（
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／
１
〜
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／
10
）

・
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
行

・
各
種
講
座
の
開
校

　差別のない、いじめのない、明るい町づくりを推進
するため、次の日程で第 21 回 5 . 2 3 差別をなくす山都
地区集会を開催いたします。
　多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

〇日　時　　平成 28 年６月４日（土）
　　　　　　午前８時 45 分～午前 11 時
〇場　所　　矢部中学校体育館

第20回 5.23 差別をなくす山都地区集会の一コマ

あなたも、ぜひ参加を　第21回
 5.23差別をなくす山都地区集会

け
る
権
利
」
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
保

障
す
る
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
涯
教
育
を
通
し
て

人
々
の
人
権
意
識
を
高
め
、
そ
れ
に

よ
っ
て
世
界
の
平
和
と
人
権
を
守
ろ
う

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
一
人
ひ
と
り
の
学
習
権
が
保

障
さ
れ
る
よ
う
に
、
特
に
、
被
差
別

の
側
に
お
か
れ
て
い
る
住
民
の
願
い

や
要
求
を
反
映
し
た
主
体
的
学
習
の

保
障
を
め
ざ
す
社
会
教
育
の
実
践
の

強
化
と
充
実
が
大
切
で
す
。

｢

21
世
紀　

人
権
の
世
紀
を
担
う
あ
な

た
に｣

熊
本
県
同
和
教
育
推
進
協
議
会

一
部
抜
粋
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　フォトサークル山都運営局への写真の持
ち込みは山都町内の写真に限定いたしま
す。（内容は何でも結構です。）
　タイトル、撮影者、撮影場所、コメント
を作成していただきます。
　掲載する写真は厳選な審査で決めた写真
になります。
　なお、発表は掲載をもってかえさせてい
ただきます。

　〒 861-3518
　熊本県上益城郡山都町浜町 187
　TEL：72-3455
　フォトサークル山都事務局
　（パソコンショップあひる倶楽部）

「私の一枚」作品募集
応募方法

【コメント】：国指定天然記念物だった妙見の大欅が平成15年に老朽化で倒
れた。その時二つに割れた片方を倒れたまま育てたころ見事に蘇生して今で
は枝を張り新緑が鮮やかで目に眩しかった。

５月 ６月
14土 体育大会／清和中学校

体育大会／矢部高等学校 １水 2 歳児歯科検診／千寿苑

15日 伴病院／☎ 72-0029
体育大会／蘇陽中学校 ２木 子育てサロン／蘇陽支所

16月 　 ３金

17火 清和地区移動図書 ４土 5.23 差別をなくす山都地区集会／矢部中学校

18水 清和地区移動図書
そよ風学級開級式／蘇陽支所 ５日 瀬戸病院／☎ 75-0111

19木 みんなで食事作り／つどいの広場シャベル
法律相談所／清楽苑 ６月 　

20金 乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑 ７火 リフレッシュヨガ／千寿苑

21土 ８水 広報やまと発行日
蘇陽地区移動図書

22日
野田医院／☎ 72-0307
体育大会／矢部中学校
新茶まつり／道の駅通潤橋前

９木 蘇陽地区移動図書

23月 10金 蘇陽地区移動図書
乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／千寿苑

24火 子育てサロン／清和保健センター
和光教室開級式／清和集落センター 11土

25水 矢部地区移動図書 12日 高田整形外科／☎ 72-1007

26木 矢部地区移動図書
親子ビクス／千寿苑 13月

27金 矢部地区移動図書
乳幼児健診（4ヶ月、7ヶ月、1歳児）／清和保健センター 14火 清和地区移動図書

28土 15水 清和地区移動図書

29日 矢部広域病院／☎ 72-1121 16木 みんなで食事作り／つどいの広場シャベル
法律相談所／蘇陽支所

30月 17金
31火 ベビーマッサージ／千寿苑 18土

山都町行事予定表
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私の一枚

撮 影 者：尾上  利弘
撮影場所：妙見の大欅
　　　　　（浜町）


